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＝富士河口湖町選挙管理委員会からのお知らせ＝

　　　　  ：平成２２年
１０月３１日（日）
午前７時～午後８時

投票日時10月31日（日）は
―農業委員の選挙の日です―
（告示日　10月26日（火））
平成22年10月31日（日）　午後9時～
平成22年3月31日確定の富士河口湖町農業委員会委員選挙人名簿に登載されている者
（選挙入場券は10月27日以降に郵送します）

投票場所案内略図（投票場所は入場券を確認してください。）

※通常の選挙と異なり、名簿に登載されるには、主に20歳以上の農業従事者またはその同居している家族
　で、事前（平成22年1月）に申請していることが必要です。詳しくは選挙管理委員会または農業委員会
　へお問合せください

開 票 日 時

投 票 場 所

選挙当日に都合が悪い方のための制度です。～期日前投票のご案内～

投票できる人

第1投票所【船津、浅川、小立、大石、河口地区】：富士河口湖町役場
第2投票所【勝山地区】：勝山ふれあいセンター

第3投票所【足和田地区】：足和田交流センター
第4投票所【上九一色地区】：上九一色コミュニティセンター

【期日前投票期間】平成22年10月27日（水）～30日（土）　午前8時30分～午後8時
【投票場所】　　  富士河口湖町役場
【必要なもの】　  選挙入場券（届いている場合）または身分を証明できるもの（運転免許証等）

・農地に関する総合的なしごと。　　　　　　　　　　・農業者年金のしごと。
・農業や農村の振興計画のしごと。　　　　　　　　　・税制・税務対策のしごと。
・農業経営の合理化と生活改善のしごと。　　　　　　・農業の担い手育成支援対策のしごと。
・農業および農業者を代表した意見の公表・建議。　　・その他、農業に関する総合的な相談。

農業委員は農業および農業者の真の代表です。みなさんの農業経営の発展を支援する重要な任務を持っています。
みなさんの持つ大切な一票によって信頼と行動力ある人を選びましょう。

【お問合せ】 富士河口湖町選挙管理委員会　電話：72－1112　　富士河口湖町農業委員会　電話：72－1115

＝農業委員会のしごと＝
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◆平成２１年度一般会計決算報告

 歳入総額
１１５億６,０２６万１,５４３円

歳出総額
１１２億３,１５４万３,４１２円

 収支差引額
３億２,８７１万８,１３１円

（前年比　６.５％増）

（前年度　６.５％増）

（前年度　８.２％増）

実 質 赤 字 比 率

平成２１年度決算に基づく財政健全化判断比率について

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

早期健全化基準

14.00 

19.00 

25.0 

350.0 

16.0 

122.7 

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

単位：％ 

固定資産税 軽自動車税町民税 入湯税 遊漁税町たばこ税0

88,293

6,310
433

◇使われた金額　    ４３４,３０４円   (前年比 ２４,５８４円増) ◇納めた金額 (町税) １５７,８６２円  (前年比 ３,９９６円減)

町民一人当たりで見ると
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56,525

①土 木 費

②民 生 費
③総 務 費

2,942

6,519
5,596

16,775

54,846

16,775

17,271

50,498

53,590

48,425

74,311

78,111

54,846
52,017

70,300
76,911

80,623

⑤公 債 費
⑥衛 生 費
⑦商 工 費

⑨諸 支 出 金  
⑩農林水産業費

⑪議 会 費

④教 育 費

⑧消 防 費

2,0694,229 2,0694,229

町民税
１４億６,２５３万９,５８７円

１２.７%

町債
１６億６,５５２万０,０００円

１４.４%

その他
４億２,３１５万１,８７５円

３.７%

繰越金
３億０,３７１万９,６５３円

２.６%

繰入金
３億３,６３７万６,０５６円

２.９%
県支出金

４億６,９１８万８,５７９円
４.１%

各種交付金
４億２,１８９万３,２６０円

３.６%

地方交付税
２１億９,３８４万６,０００円

１９.０%

その他町税
３億３,７４６万９,９３１円

２.９%

固定資産税
２２億８,４５０万８,１８０円

１９.８%

地方譲与税
１億０,５８１万５,３５５円

０.９%

分担金及び
負担金

１億８,５００万１,６１４円
１.６%

国庫支出金
１３億７,１２３万１,４５３円

１１.９%

歳    入

１１５億６,０２６万１,５４３円

総務費
１８億１,８０４万８,６０７円

１６.２%

土木費
２０億８,４９９万４,６９７円

１８.６%

民生費
１９億８,９１０万４,９０２円

１７.７%

教育費
１３億４,５２３万５,７０８円

１２.０%

衛生費
１３億０,５９５万４,５１０円

１１.６%

公債費
１４億１,８３８万５,１１１円

１２.６%

商工費
４億４,６６５万６,６１８円

４.０%

消防費
４億３,３８２万４,７７３円

３.９%

議会費
７,６１０万７,３６９円

０.７%

農林水産業費
１億６,８６０万０,１７５円

１.５%

諸支出金
１億４,４７２万０,９４２円

１.３%

歳    出

１１２億３,１５４万３,４１２円

平成20年度一般会計決算平成２１年度一般会計決算
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　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体の財政の健全性に

関する比率の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健全化、財政の再生及び公営企業の経営の健全化

に必要な行財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の財政の健全化に資することを目的としています。

　公表することとなるのは、健全化判断比率及び資金不足比率です。健全化判断比率のいずれかが早期健全化基

準以上の場合または、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会の議決を経て財政健全化計画

等を策定し計画的に健全化に取り組まなければなりません。

　富士河口湖町の平成２１年度決算に基づく財政健全化判断比率及び公営企業に係る資金不足比率は次のとお

りです。

　　　　　

　一般会計等（普通会計を構成する会計）の実質赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

※一般会計等：一般会計、本栖下水道事業特別会計、温泉事業特別会計、船津公園墓地事業特別会計、小立公園

　墓地事業特別会計、勝山墓地事業特別会計、河口湖治水事業特別会計、小立簡易郵便局事業特別会計。平成２

１年度　決算における　実質収支は３６３，５９１千円の黒字となっているため実質赤字比率はありません。

　全会計の実質的な赤字額の標準的な収入に対する比率を示します。

　　　　

※全会計：一般会計等の他、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特

　別会計、介護予防支援事業特別会計、水道事業会計、大石・河口・足和田・上九一色各簡易水道事業特別会計、

　下水道事業特別会計、精進特定環境保全公共下水道事業特別会計の赤字額の標準財政規模に対する割合で

　す。平成２１年度決算における実質収支及び資金剰余額は８３９，１０１千円の黒字となっているため連結実質

　赤字比率はありません。

　一般会計等の実質的な借入金の返済額の標準的な収入（元利償還金に係る基準財政需要額算入額を除く）に

対する比率（３ヵ年平均）を示します。

　

※地方債の元利償還金等：一般会計の地方債償還だけでなく、一般会計の繰出金のうち公営企業債の償還金に

　充てたもの及び加入する一部事務組合への負担金のうち地方債の償還に充てたものを含みます。

※特定財源：地方債の償還に充当される国庫支出金など

平成２１年度決算に基づく財政健全化判断比率等を公表します。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質赤字比率 実質赤字比率

（１４．００） （１９．００） （２５．０） （３５０．０）

― ― １６．０ １２２．７

参考　早期健全化基準

健全化判断比率 （単位：％）

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

連結実質赤字額
標準財政規模

（地方債の元利償還金等）－
　　　（特定財源＋元利償還金等に係る基準財政需要額算入額）

　 標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

○実質赤字比率

○連結実質赤字比率

○実質公債費比率
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　一般会計等が負担する実質的な負債の残高の標準的な収入（元利償還金に係る基準財政需要額算入額を除

く）に対する比率を示します。

　　

※将来負担額：一般会計等の地方債現在高、公営企業会計及び加入する一部事務組合の地方債の現在高のうち

　一般会計からの負担見込み額、一般会計等が負担する見込みの職員退職手当負担予定額等

　各公営企業の資金不足額の事業の規模に対する比率

※資金不足額：一般会計等の実質赤字額に相当するもの

　平成２１年度の各公営企業会計は資金剰余となっていますので資金不足比率はありません。

資金不足比率　 （単位：％）

資金の不足額
事業の規模

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額
　　　　　　  ＋地方債現在高に係る基準財政需要額算入見込額）

　標準財政規模－元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

水道事業会計

大石簡易水道事業特別会計

河口簡易水道事業特別会計

足和田簡易水道事業特別会計

上九一色簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

精進特定環境保全公共下水道事業特別会計

―

―

―

―

―

―

―

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

20.0

321,534

3,730

1,083

7,166

17,572

52,756

4,794

資金不足
比　率特別会計の名称 経営健全化

基　準
資　金
剰余額

○将来負担比率

○資金不足比率

会 計 別
447 , 6 2 1 , 6 1 3  
6 1 4 , 6 7 4 , 6 4 3  
2 5 , 5 9 8 , 0 0 5  
1 1 7 , 5 0 1 , 7 0 8  
1 , 9 0 6 , 5 2 8  

1 1 1 , 0 8 7 , 1 4 0  
2 , 3 6 2 , 2 2 6  
1 2 , 2 0 3 , 5 9 0  
1 9 , 2 9 6 , 8 5 7  
4 5 2 , 5 4 8  
2 , 4 1 6 , 2 4 0  
6 5 8 , 9 3 2  
1 , 6 8 4 , 8 6 6  
1 , 3 4 5 , 2 0 9  
8 , 9 6 9 , 7 5 3  
5 0 , 2 6 3 , 3 3 8  

6 6 , 4 0 3 , 9 1 8  
1 6 6 , 5 5 3 , 8 6 8  
1 0 , 5 9 6 , 5 7 3  
1 1 , 3 4 6 , 0 1 0  
7 0 7 , 0 9 1  

7 8 , 6 9 8 , 1 9 1  
2 , 0 4 2 , 9 0 0  
8 , 7 3 8 , 4 4 2  
1 8 , 4 8 5 , 9 3 3  
3 8 8 , 5 3 9  
8 1 0 , 0 6 7  
3 5 5 , 4 0 0  
5 5 3 , 8 0 0  
1 , 3 0 3 , 0 1 9  
5 , 6 2 8 , 9 6 9  
7 , 8 9 2 , 7 2 2  

歳 入 総 額 歳 出 総 額 会 計 別 歳 入 総 額 歳 出 総 額
船 津 財 産 区
小 立 財 産 区
大 石 財 産 区
河 口 財 産 区
西 深 沢 財 産 区
勝 山 財 産 区
長 浜 財 産 区
西 湖 財 産 区
大 嵐 財 産 区
青木ケ原財産区
精 進 財 産 区
本 栖 財 産 区
富士ケ嶺財産区
大 室 山 財 産 区
小立簡易郵便局
河口湖治水事業

2 , 6 4 4 , 6 1 7 , 8 1 6  
1 3 , 6 6 3 , 1 2 9  
1 8 4 , 5 3 3 , 8 1 2  
1 , 3 4 0 , 5 6 0 , 5 3 3  
1 0 , 2 8 6 , 2 5 6  
1 1 , 9 8 0 , 5 7 8  
8 , 0 9 5 , 7 7 9  
4 , 9 7 8 , 4 3 6  

2 7 0 , 7 8 8 , 5 4 6  
7 2 , 3 8 0 , 8 4 7  
3 4 , 7 1 2 , 5 9 3  
2 3 6 , 8 5 8 , 1 7 8  
1 , 9 1 6 , 8 2 1 , 3 7 7  

2 , 7 2 1 , 0 8 0  
3 9 , 6 9 2 , 4 9 3  
5 2 , 6 5 6 , 2 8 2  

2 , 6 4 2 , 1 7 5 , 4 5 8  
4 , 8 9 3 , 6 9 1  

1 8 4 , 3 1 0 , 1 0 2  
1 , 2 9 4 , 3 5 8 , 1 2 5  
1 0 , 0 4 9 , 5 2 5  
1 1 , 4 0 2 , 6 5 2  
6 , 7 2 8 , 7 2 0  
8 6 9 , 2 6 3  

2 6 7 , 0 5 8 , 4 1 8  
7 1 , 2 9 8 , 1 1 6  
2 7 , 5 4 7 , 0 4 7  
2 1 9 , 2 8 6 , 2 0 5  
1 , 8 6 4 , 0 6 5 , 9 8 4  

1 , 8 9 0 , 6 3 5  
3 4 , 8 9 8 , 3 3 7  
4 4 , 8 2 5 , 8 5 3  

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護予防支援事業
船 津 公 園 墓 地
小 立 公 園 墓 地
勝 山 墓 地
大 石 簡 易 水 道
河 口 簡 易 水 道
足和田簡易水道
上九一色簡易水道
下 水 道 事 業
本栖下水道事業
精進特環下水道事業
温 泉 事 業

◇特別会計決算報告◇ (単位 : 円)
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まちかど情報局
Street  corner  Intelligence  Agency
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表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
８
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１
年
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
使
節
団
の
公
式
行
事
と
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ

れ
た
、
子
ど
も
達
の
交
流
が
深
ま
る
日
米
珠
算
交
流
競

技
大
会
で
は
、
慣
れ
な
い
英
語
で
の
読
上
算
競
技
で
も

日
本
勢
は
検
討
し
、
外
川
さ
ん
は
第
２
位
と
い
う
輝
か

し
い
成
績
で
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
と
友
達
に
な
り
、
少
し
で
も
自

分
の
英
語
が
通
じ
れ
ば
と
の
思
い
で
参
加
し
た
外
川
さ

ん
で
す
が
、
実
際
に
自
分
の
英
語
で
、
子
ど
も
達
に
教
え

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
全
国

の
高
段
位
の

メ
ン
バ
ー
の

中
で
２
位
と

い
う
成
績
が

と
れ
た
こ
と

が
自
信
と
な

り
、
今
後
は
、

そ
ろ
ば
ん
の

全
日
本
大
会

に
出
場
し
て

み
た
い
と
次

の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
８
月
に
都
留
市
で
行

わ
れ
た
、
第
６
回
ジ
ャ
パ

ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス

キ
ー
大
会
に
お
い
て
、
高

木
雅
也
君
（
河
口
湖
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
　
船
津
在

住
）
が
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
と
も
中
学
生
の
部
で

３
位
入
賞
し
ま
し
た
。さ

ら
に
、
来
年
ヨ
ー
ロ
ッ

（
開
催
場
所
未
定
）
で
行

わ
れ
る
世
界
大
会
の
チ
ル
ド
レ
ン
Ⅱ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

（
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
代
表
１
名
枠
）
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
け
、
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。世
界
大
会
で
の

健
闘
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
９
日
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業

基
金
に
河
口
湖
灯
篭
流
し
実
行
委
員
会
か
ら
32
万
３
千

円
余
の
寄
付
と
宗
教
法

人
真
如
苑
か
ら
10
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
町
で
は
、
富
士
山

と
自
然
環
境
の
保
全
、
保

護
、
維
持
す
る
財
源
と
し

て
活
用
し
、
富
士
山
世
界

文
化
遺
産
登
録
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
８
月
28
日
に
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
勝
山
観
光
協

会
と
船
津

婦
人
会
の

２
団
体
が

道
路
愛
護

等
に
顕
著

な
功
績
が

あ
っ
た
と

認

め

ら

れ
、
表

彰

及
び
伝
達

式
が
あ
り

ま
し
た
。

　
勝
山
観

光

協

会

は
、
平

成

４
年
度
か

ら
国
道
１

３
９
号
富

士
河
口
湖

町
勝
山
の

勝
山
交
差

点
の
一
画

に

お

い

て
、
花
壇
の
清
掃
、
草
取
り
、
植
栽
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
長
表

彰
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
船
津
婦
人
会
は
、
平

成
４
年
度
か
ら
国
道
１
３
９
号
富
士
河
口
湖
町
の
東
恋

路
交
差
点
か
ら
登
山
道
入
り
口
交
差
点
ま
で
の
清
掃
活

動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
長
表
彰

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
美
し
い
ま
ち
な
み
づ
く
り
に
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
特
産
品

歩
い
て
健
康
、長
生
き
し
よ
う

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

し
ゃ
べ
っ
て
み
よ
う
！
日
本
語

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
に
あ

る
、
松
山
油
脂
富
士
河
口
湖
工

場
で
は
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
は
破
棄
さ
れ
て
い
た

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
、
研
究

と
開
発
を
重
ね
ソ
ー
プ
や
ポ
プ

リ
と
し
て
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
成

功
し
、
今
年
の
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
紹
介
し

ま
し
た
。
富
士
北
麓
特

有
の
自
然
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
資
源
を
活

用
し
た
循
環
型
社
会

の
あ
り
方
を
提
案
し
、

今
後
も
新
た
な
地
産

地
消
に
取
り
組
む
と

の
こ
と
で
、
地
域
の
新

た
な
特
産
物
の
開
発

に
も
期
待
が
も
た
れ

ま
す
。

　
８
月
19
日
〜
20
日
に
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
51
回
関
東
甲
信
越
静
公
民

館
研
究
大
会
の
席
上
、
持
田
利
雄
中
央
公
民
館
長
が
、
永

年
に
わ
た
り
、
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
の

理
事
、
副
会
長
、
会
長
を
歴
任
し
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
公
民

館
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
功
労
者
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
、渡
辺
社
会
教
育
係
長
は
長

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
行
政
に
携
わ
り
、
公
民
館
の
振

興
発
展
に
尽
く
し
た
功
績
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
と
し

て
、
全
国
公
民
館
職
員
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
結
成
し
た
富
士
河
口
湖
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
が
、
８

月
23
日
に
第

１
回
目
の
山

行
で
足
和
田

山
（
五
湖
台
）

に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
気

温
30
度
の
猛

暑
の
中
を
５

時
間
歩
き
、

案
内
板
や
危

険
箇
所
の
調

査
、
コ
ー
ス

の
点
検
な
ど

町
の
観
光
連

盟

か

ら

の

コ
ー
ス
調
査

等
の
依
頼
も

受
け
、
張
り

切
っ
て
行
っ

て
来
ま
し
た
。

　
17
名
の
メ
ン
バ
ー
は
ゴ
ー
ル
の
「
道
の
駅
か
つ
や
ま｣

ま
で
全
員
完
歩
し
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
疲
れ
た
体
を

癒
し
ま
し
た
。９
月
の
根
場
の
鬼
ヶ
岳
に
続
き
、
10
月
は

精
進
の
三
方
分
山
、
11
月
は
本
栖
湖
の
竜
ヶ
岳
、
12
月
は

御
坂
の
黒
岳
と
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

●
問
合
先
　
長
山
吉
雄
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
TEL
0
9
0‐

8
8
7
3
‐
2
4
4
3

　
船
津
に
お
住
ま
い
の
五
味
キ
ヱ
子
さ
ん
か
ら
、
西
湖

野
鳥
の
森
公
園
へ
、
野
鳥
の
餌
と
し
て
穀
物
な
ど
６
キ

ロ
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　
10
月
の
講
習
会
は
ハ
ー
ブ
染
め
で
す
。古
く
か
ら
染

料
・
顔
料
と
し
て
女
性
に
関
わ
っ
て
き
た
紅
花
と
絹
の

下
着
は
、
女
性
の
身
体
を
暖
か
く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。

ハ
ー
ブ
館
で
栽
培
し
た
紅
花
を
使
っ
て
ハ
ー
ブ
染
め
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
　
時
　
10
月
23
日（
土
）午
後
２
時
〜

■
参
加
費
　
１
８
０
０
円

■
定
　
員
　
30
名（
先
着
順
）

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
7
2‐

３
０
８
２

　
日
本
の
社
会
で
外
国
人
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、
よ

り
実
践
的
な
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
の
「
日
本
語
教
室
」

で
す
。

　
楽
し
み
な
が
ら
日
本
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
　
程
　
平
成
22
年
10
月
〜
23
年
３
月

　
　
　
　
　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
各
コ
ー
ス
20
回
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
■
定
員
　
10
名

■
講
　
師
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
び
っ
こ
　
杉
本
充
江

■
費
　
用
　
テ
キ
ス
ト
代
実
費

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
同
時
募
集
し
ま
す

●
問
合
先
　
役
場
企
画
課
　
TEL
７
２-

１
１
２
９

野
鳥
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

関
ブ
ロ
公
民
館
研
究
大
会
で
功
労
者
表
彰
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渡
辺
　
幸
視
　
小
立
支
部

中
村
　
泰
之
　
ス
キ
ー
部

大
石
　
　
勉
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

勝
俣
　
龍
起
　
サ
ッ
カ
ー
部

渡
邉
　
信
子
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

朝
長
喜
美
雄
　
勝
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部

渡
邊
　
侑
斗
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
２
位

堀
内
　
郁
朗
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
２
位

小
林
　
朋
弘
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
２
位

渡
邊
　
央
行
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
２
位

中
村
　
　
圭
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
２
位

宮
下
真
理
子
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
３
位

額
谷
　
知
美
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
３
位

久
保
田
一
光
 

　
平
成
21
年
度
関
東
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
６
位

篠
原
由
起
匡
 

　
平
成
22
年
度
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
４
位

梶
原
　
　
駿
 

　
平
成
22
年
度
関
東
高
等
学
校
ボ
ー
ト
大
会
　

　
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
４
位

渡
邊
　
健
吾
 

　
平
成
22
年
度
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
剣
道
団
体
　
優
勝

富
士
河
口
湖
高
等
学
校
卓
球
部
女
子
 

　
平
成
22
年
度
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

　
卓
球
　
優
勝

小
林
　
勇
介
 

　
平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
　
５
０
０
ｍ
　
６
位

野
沢
　
秀
平
 

　
平
成
22
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
５
０
０
ｍ
　
８
位

三
浦
　
巧
也
 

　
平
成
22
年
度
関
東
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
大
会
　

　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
５
０
０
ｍ
　
８
位

渡
邊
　
由
香
 

　
第
６
回
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア

　
ユ
ー
ス
小
松
大
会
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
優
勝

渡
辺
　
　
空
 

　
第
６
回
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア

　
ユ
ー
ス
小
松
大
会
　
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
優
勝

渡
邉
　
綱
太
 

　
平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
　
８
５
kg
級
　

　
　
　
　
　
　
　
ト
ー
タ
ル
２
４
１
kg
　
７
位

渡
邊
　
正
之
 

　
平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
山
梨
県
予
選
　

　
　
　
　
　
　
　
６
９
kg
級
　
ト
ー
タ
ル
２
１
０
kg
　
３
位

古
屋
　
佳
帆
 

　
平
成
22
年
度
第
62
回
関
東
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト
大
会
　

　
女
子
Ｆ
Ｊ
級
　
デ
ュ
エ
ッ
ト
競
技
　
２
位

外
川
　
　
椋
 

　
平
成
22
年
度
第
62
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
春
季
大
会
卓
球
競
技
　
男
子
学
校
対
抗
の
部
　
優
勝

川
口
　
翔
平
 

　
平
成
22
年
度
第
62
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
春
季
大
会
卓
球
競
技
　
男
子
学
校
対
抗
の
部
　
優
勝

内
田
　
達
大
 

　
第
30
回
全
日
本
中
学
選
手
権
競
漕
大
会
　

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
８
位

榊
原
　
草
詩
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
８
位

宮
内
　
　
耀
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
８
位

小
林
　
裕
弥
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
８
位

大
利
　
聖
南
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
　
８
位

渡
辺
　
史
泰
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
　
７
位

丸
本
　
邦
彦
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
　
７
位

渡
邊
え
み
里
 

　
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
平
成
22
年
度

　
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
　
女
子
中
学
２
年
生

　
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

三
浦
　
拓
己
 

　
第
61
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技
の
部
　

　
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
　
３
位

体
育
功
労
者
及
び
特
別
体
育
功
労
者
を
表
彰
！

富
士
河
口
湖
町
体
育
功
労
者

富
士
河
口
湖
町
特
別
体
育
功
労
者
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渡
邊
　
昭
一
 

　
第
63
回
山
梨
県
体
育
祭
り
　
水
泳
競
技
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
優
勝
　
５
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
優
勝

河
口
湖
南
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
 

　
第
61
回
山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部
　
３
位

中
野
　
　
優
 

　
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
県
予
選
　
２
位

渡
辺
　
　
藍
 

　
全
国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
県
予
選
　
優
勝

坂
本
　
栄
樹
 

　
山
梨
県
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
技
術
選
手
権
大
会
　
総
合
優
勝

古
屋
　
美
侑
 

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　

　
小
学
生
低
学
年
女
子
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
　
４
位

坂
本
　
竜
一
 

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　

　
小
学
生
低
学
年
男
子
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
　
３
位

坂
本
　
佳
子
 

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　

　
中
学
生
女
子
　
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
３
位

坂
本
　
千
明
 

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　

　
中
学
生
女
子
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
　
２
位

高
木
　
雅
也
 

　
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
大
会
　

　
中
学
生
男
子
　
チ
ル
ド
レ
ン
Ⅱ
　
１
位

中
村
　
侑
資
 

　
山
梨
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
　
小
５
組
　
優
勝

梶
原
　
　
聖
 

　
山
梨
県
体
育
祭
り
　
ス
キ
ー
競
技
会
　
少
年
男
子
　
優
勝

朝
野
　
　
聡
 

　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会
　
マ
ス
タ
ー
ズ
A
　
優
勝

富
士
河
口
湖
町
ス
キ
ー
部
 

　
山
梨
県
体
育
祭
り
ス
キ
ー
競
技
会
　
町
村
の
部
　
優
勝
　

マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
イ
カ
ー
ス
 

　
平
成
22
年
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
競
技
別
交
流
大
会
県
予
選
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
３
位

「健康のまちづくりウォーキング大会」へ参加しましょう！!
“第１９回富士河口湖もみじマーチ”“第１９回富士河口湖もみじマーチ”“第１９回富士河口湖もみじマーチ”

=富士が！湖が！もみじが！世界の友とレッツウォーク＝

●問い合わせ先　健康増進課　℡72－6037   町民体育館　℡73－1220

　１０月１６日（土）、１７日（日）、全国の歩友が富士河口湖町にやってきます。町では、町民スポーツとして

『ウォーキング』を積極的に勧めています。今年も「もみじマーチ（２００９ＩＶＶオリンピアード記念　富士山

国際ポピュラースポーツ祭典）」と併せて「健康のまちづくりウォーキング大会」を実施致します。

　５㎞・１０㎞・２０㎞・４０㎞とコースも距離も自由に選択できますが、「健康のまちづくりウォーキング大会」

は、５㎞・１０㎞コースとさせていただきます。奮ってご参加ください。（※町民の参加費は無料です。）

◇健康のまちづくりウォーキング大会
■日　　時／１０月１６日（土）・１７日（日）（雨天決行）

■集合場所／富士河口湖町総合公園（ステラシアター上）

■受　　付／午前９時００分～（「健康のまちづくりウォーキング」受付テント）
　　　　　　　（※注意：20㌔・40㌔は「もみじマーチ」一般参加の扱いとなり受付時間や受付方法が異なりますのでご注意下さい。）

■出 発 式／午前９時４５分から

■出　　発／午前１０時００分（予定）　■ゴール予定時間　正午～午後４時

■持 ち 物／水筒　副食　雨具（スタート・ゴールは富士河口湖町総合公園です。）

◇もみじマーチ　１０月１６日（土）第１日目

総合公園～船津登山道～東海自然歩道～ふたば薬局～ホテ
ルレジーナ～スバルライン手前～丸山通り～船津登山道横
断～茜通り～総合公園

総合公園～船津登山道～東海自然歩道～インター線横断～
～東海自然歩道～勝山中央通り～勝山ふれあいセンター～
富士御室浅間神社～湖畔遊歩道～八木崎公園～大橋通り
～総合公園

※幼児・小学校低学年の参加は、保護者同伴でお願いします。
※各コースは、天候、その他の事情により変更する場合がありますのでご了承ください。
※参加は、いずれか１日でも２日間でもかまいません。
※健康のまちづくり事業の一環として、年４回のウォーキング事業を開催しております。通算４回参加された方には、
　記念品をご用意いたします。

◇もみじマーチ　１０月１７日（日）第２日目

総合公園～船津登山道～インター線～スバルライン～日赤
病院前～東海自然歩道～ホープ通り～インター線～総合公園

総合公園～船津登山道～東海自然歩道～東恋路～小立南～
くぬぎ平～健康科学大学～総合公園

5㎞コース 10㎞コース

5㎞コース 10㎞コース
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住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
よ
り
お
知
ら
せ
で
す

町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

住
基
カ
ー
ド
普
及
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

■
支
給
額
　

　
◇
０
歳
〜
中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

　
　
一
人
に
つ
き
　
　
　
　
１
３
０
０
０
（
月
額
）

■
支
給
日
　
10
月
８
日
（
金
）

　
支
給
額
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
６
月
・
７
月
・
８
月
・

９
月
の
４
か
月
分
で
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
制
度
が
始
ま
り
、
６
月
支

給
後
に
経
過
措
置
に
よ
り
９
月
30
日
ま
で
に
新
規
申
請
を

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
４
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

な
お
、
現
況
届
未
提
出
の
方
は
振
込
み
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
手
当
法
で
は
、
子
ど
も
手
当
等
を
受
け
て
い
る

方
は
毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記

載
し
、
子
ど
も
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
児
童
手
当
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
7
2‐

１
１
１
４

 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
の
無
料
撮
影
な
ど

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
を
「
無
料
」
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

◇
写
真
撮
影
を
必
要
と
す
る
方

■
日
程
　
10
月
13
日
、
14
日
、
20
日
、
21
日
、
27
日
、

　
　
　
　
28
日
、
11
月
４
日
（
水
、
木
曜
日
）

■
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
７
時 

■
受
付
場
所
　
役
場
本
庁
舎
　
住
民
課

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
○
本
人
確
認
書
類

　
　
免
許
証
又
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
当
日
発
行
で
す
） 

　
　
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
な
ど
２
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
日
発
行
に
な
り
ま
す
）

　
○
印
鑑 

※

写
真
付
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

　
で
き
ま
す
。

◇
写
真
を
添
付
さ
れ
な
い
方
又
は
写
真
を
ご
自
身
で
持
参

　
さ
れ
る
方

■
日
程
　
11
月
30
日
ま
で
の
祝
祭
日
を
除
く
毎
日

■
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

た
だ
し
出
張
所
は
午
後
５
時) 

■
受
付
場
所
　
役
場
本
庁
舎
　
住
民
課

　
　
　
　
　
　
役
場
各
出
張
所

　
（
出
張
所
で
は
土
・
日
曜
日
及
び
正
午
か
ら
午
後
１
時

　
　
ま
で
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
○
本
人
確
認
書
類

　
　
免
許
証
又
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
当
日
発
行
）

　
　
保
険
証
、
年
金
証
書
、
預
金
通
帳
な
ど
２
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
日
発
行
に
な
り
ま
す
）

　
○
印
鑑 

※

写
真
は
縦
4.5
㎝×

横
3.5
㎝
　
カ
ラ
ー
脱
帽
上
半
身

※

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
の
受
付
、
出
張
所
で
の
受
付
の

　
方
は
後
日
発
行
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
TEL
7
2‐

１
１
１
４

・
現
在
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
の

　
救
急
医
療
へ
の
受
診
が
増
加
し
、
緊
急
性
の
高
い
重
症

　
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー
ス
が
発
生

　
し
て
お
り
、
又
、
休
日
・
夜
間
は
医
療
機
関
に
支
払
わ

　
れ
る
医
療
費
も
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
負
担
も

　
高
く
な
り
ま
す
。
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け

　
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
最
終
的
に
保
険
税
や

　
窓
口
負
担
と
し
て
皆
様
に
御
負
担
い
た
だ
く
医
療
費
を
抑

　　制
す
る
為
、適
切
な
医
療
機
関
・
薬
局
の
受
診
を
す
る
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
は
、
先
発
医

　
薬
品
と
同
等
の
効
能
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費

　
用
が
先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み
ま
す
。

　 

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関

　
や
薬
局
に
提
示
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
後
発
医
薬
品

　
の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来

　
ま
す
。

対
象
：
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者･

特
定
理
由
離
職
者
と
し

　
　
　
て
失
業
給
付
を
受
け
る
方

概
要
：
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
し
ま

　
　
　
す
が
、
対
象
と
な
る
方
の
所
得
を
軽
減
し
て
算
定

　
　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
の
で
制

　
　
　
度
の
詳
し
い
説
明
、
申
請
は
富
士
河
口
湖
町
役
場

　
　
　
住
民
課
国
民
健
康
保
険
担
当
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
TEL
７
２-

６
０
２
６

＝
今
月
は
、子
ど
も
手
当
の
支
給
月
で
す
＝

＝
現
況
届
が
未
提
出
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
＝

医
療
機
関
・
薬
局
の
受
診
に
つ
い
て

特
定
理
由
離
職
者
等
の
方
の
軽
減
制
度

　
　
　
平
成
22
年
度
分
か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
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※ 平成２２年９月１５日現在（生年月日順、満年齢９５歳以上）敬称略　　　　※ 名前の表示につきましては、現代がなを用いました。

　●問合先　福祉推進課　７２－６０２８

長 山 　か つ

松 浦 　志 ん

渡 辺 　よね

井 出 　さだ

山 本 　志 げ

貴 家 　きくの

小林　しづゑ

渡 辺 　おひろ

三 浦 　寛 孝

渡辺　たみ江

三浦　かね子

外 川 　か つ

三 浦 　梅 子

三浦　ゆわ子

渡 辺 　　緑

堀 内 　　實

渡 辺 　　琴

堀 内 　とし江

中 村 　わ か

外川　志づ江

中村　登久子

梶 原 　常 盤

大 石 　きぬ

三 浦 　茂 孝

渡 辺 　酉 江

横 　 綱

大 　 関

大 　 関

大 　 関

大 　 関

関 　 脇

前 頭 １

前 頭 ２

前 頭 ３

前 頭 ４

前 頭 ５

前 頭 ６

前 頭 ７

前 頭 ８

前 頭 ９

前 頭 １ ０

前 頭 １ １

前 頭 １ ２

前 頭 １ ３

前 頭 １ ４

前 頭 １ ５

前 頭 １ ６

前 頭 １ ７

前 頭 １ ８

前 頭 １ 9

富士河口湖町長寿番付
104

102

101

100

100

９９

９９

９８

９８

９８

９７

９７

９７

９６

９６

９６

９６

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

船 津

船 津
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ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進員会

　
　去
る
、
６
月
21
日
（
月
）
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
に

於
い
て
「
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
」
と
題
し

て
、
元
T
B
S
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
下
村
健
一
さ
ん
を
講
師
と

し
て
迎
え
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　　彼
は
１
９
９
３
年
日
本
で
は
初
の
〞
男

性
育
児
休
暇
〝
を
取
得
し
、
マ
ス
コ
ミ
業

界
に
反
響
を
呼
ん
だ
人
物
で
あ
り
ま
す
。

　　「
育
児
」・
世
の
女
性
が
子
供
を
儲
け

た
時
か
ら
こ
の
仕
事
が
始
ま
り
、
１
０
０

％
子
育
て
の
担
当
は
女
性
と
決
ま
っ
て
い

た
世
の
中
。
し
か
し
、
今
現
在
は
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
に
変
わ
っ
て
お
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
喜
び
も
責
任
も
分
か

ち
合
い
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と

能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

下
村
さ
ん
は
自
ら
育
児
を
し
た
事
に
よ
っ

て
新
た
な
発
見
が
で
き
た
と
言
っ
て
い
ま

す
。

　　ま
ず
、
育
児
に
は
休
暇
な
ど
無
い
と

言
う
事
と
育
児
休
暇
を
取
る
前
は
仕
事

オ
ン
リ
ー
だ
っ
た
が
、
育
児
休
暇
を
終
わ

り
社
会
に
復
帰
し
た
時
に
は
「
価
値
観

の
相
対
比
」
が
生
ま
れ
育
児
の
大
変
さ

を
思
う
と
会
社
の
ど
ん
な
偉
い
人
に
出
会

い
会
話
を
し
て
い
て
も
「
こ
の
人
も
赤
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
時
が
あ
っ
た
」
と
思
う
と
全
然

平
気
に
な
っ
て
い
た
と
の
事
。

　　し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
世
の
男
性
が
育

児
参
画
に
対
し
て
積
極
的
な
行
動
を
取

っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
そ
の
割
合
は
極
わ

ず
か
で
あ
る
と
思
う
。
日
本
社
会
の
壁

は
「
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
」
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
や
ま
な
し
男
と
女
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
　
に
参
加
し
て

小
林 

か
ろ
子


